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敬老パス署名決起集会で太田議員が市政報告

市民の意思反映を
　代表質問で吉岡弘子議
員は、現行の敬老パス制
度の廃止につながる「敬
老健康パス」導入に反対
の声が多いと紹介。「市
民の意見を重視し、反映
させる考えがあるのか」
と質問し、市民不在の市
政転換を迫りました。

現行制度存続を前提に
　敬老パスの存続・拡充
を求める陳情が審査され
ました。さとう綾議員は、
現行の敬老パスの「経済
波及効果や社会効果」の
検証と、「敬老パスを存
続させたうえで、健康寿
命延伸の取り組み」を求
めました。

市民の願いは存続と拡充市民の願いは存続と拡充 敬老パス
問 題

　池田ゆみ議員は、札幌
市がGX（脱炭素化）産
業の集積を図るとされる
金融・資産運用特区につ
いて、税制優遇による減
収分の補てんを国に求め
るよう要望。化石燃料発
電の具体的な削減計画が
ないと追及しました。

市電延伸検討の約束守れ
　中央区内の市民団体が
市電の料金値上げに抗
議、延伸検討を求めて市
に要望書を提出。同席し
た小形かおり議員は、運
賃値上げによる利用者減
少のスパイラルに陥り、
交通崩壊を招きかねない
と指摘しました。

水素活用の検証を
　調査特別委員会では、
太田秀子議員が、水素燃
料電池車両導入の費用、
税負担、影響についての
検証が欠かせないと論
戦。水素導入のコストと
市電を延伸した場合の初
期費用を比較検討するよ
う求めました。

バス補助金 交付前倒しを
　調査特別委員会で長屋
いずみ議員は、バス事業
者の経営を下支えする補
助金の算定・交付時期を、
年末としている北海道に
合わせることを提案。水
素は、化石燃料との価格
差に課題があることも明
らかにしました。

人や環境にやさしい地域交通を人や環境にやさしい地域交通を 新 た な 公 共 交 通
まちづくりと一体に

GX関連の脱炭素化GX関連の脱炭素化
具体的計画は不透明具体的計画は不透明

　日本共産党市議団は、マイナンバー関連の補正予算案や母子世帯の自立に向けた生活支援施設・しらぎ
く荘の廃止の条例改定など議案３件（裏面一覧表参照）に反対。火葬有料化など市民負担増計画の見直し
や、新MICE施設整備事業では、札幌ドームなど「既存の施設資源」の活用を提案しました。

吉岡弘子吉岡弘子
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池田ゆみ池田ゆみ
（豊平区）（豊平区）

田中啓介田中啓介
（西区）（西区）

市民要求実現へ 市議団全力

立て直しに市民意見反映を 田中議員
　㈱札幌ドームの23年度決算は、北海道日本ハ
ムファイターズの本拠地移転後の売上額落ち込
みで、約6.5億円の赤字。市は当面の黒字化は
困難と判断、プロ野球中心の「ドーム球場」か
ら「真の全天候型多目的施設」という将来像を
打ち出しました。
　田中啓介議員は７月の経済観光委員会で、将
来像は「市民が加わって考えていくことが大事」
と第３者機関の設置も含めた検討の考えについ
て質問。市スポーツ部長は、「運営や企画を検
討する場合に、地域の皆様や若者などにも参加
していただく機会を設ける」と答弁しました。

札札
幌幌ドームドーム
どうする？どうする？

負担増に反対
第２回定例会



現場現場とと対話 市民対話 市民のの声声をを市政市政にに届届けるける
　日本共産党市議団は、議会論戦を通じて秋元市政の政治姿勢を問い、
現場を訪ね各分野の方々とも対話し、要求実現に力を合わせています。
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議案第２号　令和６年度札幌市国民健康保険会計補正予算
議案第３号　令和６年度札幌市後期高齢者医療会計補正予算
議案第11号　札幌市児童福祉施設条例の一部を改正する条例案

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
意見書案第７号　 「これからの高校づくりに関する指針」（改訂版）を見直し、す

べての子どもに豊かな学びを保障する高校教育を求める意見書
意見書案第８号　地方自治法改正に関わる意見書

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

再エネ施設２か所を視察再エネ施設２か所を視察

　６月、再開発が進む市内中心部の省エネと再生
可能エネルギー普及の現場を訪問。投入された雪
で冷熱供給をおこなうJR札幌駅北口「都心北融
雪槽」や、電力と冷暖房を同時供給（コージェネ
レーション）する北海道熱供給公社・創成エネル
ギーセンターを
視察し、電力融
通や水害対策、
木質バイオマス
燃料の供給増の
可能性などを学
びました。 エネルギーセンターを視察 ６月

困難に寄り添う支援の現場で交流困難に寄り添う支援の現場で交流

　様々な困難を抱える市民の支援に取り組む団体
から、現場の苦労や要望を聞きました。生活就労
支援センターステップでは、チームで情報を共有
し、相談員のメンタルケアに注意を払っている
ことが紹介されました。若年者支援をおこなう
NPO法人CANや、困窮する女性をサポートする
NPO法人Asylからは、「人材を育成していきたい」
「自立した相談者を継続してフォローするうえでボラ
ンティアに支
えてもらって
いる」など
の努力が語
られ、財政
面の課題に
ついても知
ることがで
きました。 ステップと懇談 ６月

運転士不足問題で道バス協会懇談運転士不足問題で道バス協会懇談

　７月、北海道バス協会と懇談。太田秀子、長屋
いずみ両議員は、事業者が財源の見通しを持てる
よう市の補助金は、交付時期の前倒しが望ましい
とのべ、話題は運転士不足解消の財源に。補助金
は赤字（路線）への補てんなので、新たな課題に
取り組む資金と
して限界がある
ことや、公共交
通における自治
体の役割につい
て率直な意見を
交わしました。 北海道バス協会と懇談 ７月

オスプレイ機訓練 中止もとめ申し入れ

　８月に発表された自衛隊所属の輸送機Ｖ22
オスプレイが丘珠駐屯地に離発着する計画に
ついて、道内飛行の中止を政府に求めるよう
市に申し入れました。幾度となく墜落を繰り
返しながら根本的な事故原因は不明のまま、
国内では危険な訓練飛行が再開されてきまし
た。これでは市民の命と安全は守れず、同機
の飛行は許されません。


